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主 な 記 事

・ オン資経過措置届出を （１面）
・ 岩手県　医療施設へ支援金
   （１面）
・ 令和５年度の指導 （２面）
・ 診療科別平均点数 （２面）
・ サイバーリスク講演会
  （３・４面）

は  

り

■　税務調査、個別指導、保健所の立入検査の連絡があった際は、お早めに協会にご相談ください。（TEL019-651-7341）

「平成５年12月16日第三種郵便物認可」 「毎月５日発行」

岸
田
総
理
は
、
１
月
４
日
の

記
者
会
見
で
経
営
陣
に
対
し「
イ

ン
フ
レ
率
を
超
え
る
賃
上
げ
の

実
現
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
で

は
医
療
機
関
で
は
可
能
で
し
ょ

う
か
？

私
の
勤
め
る
北
上
済
生
会
病

院
は
、
こ
の
地
域
で
重
要
な
医

療
を
担
っ
て
い
る
も
の
の
、
赤

字
の
病
院
で
す
。
赤
字
の
と
き

民
間
企
業
な
ら
サ
ー
ビ
ス
料
金

を
上
げ
て
収
入
を
上
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
実
際
に
近
所
の

理
髪
店
は
値
上
げ
し
ま
し
た
。

し
か
し
診
療
報
酬
は
政
府
が
決

め
、
病
院
の
判
断
で
は
値
上
げ

で
き
ま
せ
ん
。
臨
時
の
事
務
職

員
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

経
営
難
の
た
め
、
そ
の
時
間
給

は
最
低
賃
金
に
近
い
悪
条
件
で

す
。
人
手
不
足
の
た
め
当
直
の

看
護
師
が
翌
日
午
後
の
職
専
免

を
取
る
こ
と
が
で
き
ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
働
い
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
で
４
％
を
超
え

る
イ
ン
フ
レ
に
な
り
、
し
か
も

生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
大

き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

低
賃
金
に
耐
え
な
が
ら
も
良
い

仕
事
を
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
職
員
に
対
し
て
、
県
立
病
院

を
始
め
と
し
た
病
院
、
介
護
施

設
、
開
業
医
の
各
経
営
陣
は
、

借
金
を
増
や
し
て
も
イ
ン
フ
レ

を
超
え
る
賃
上
げ
を
実
現
し
て

欲
し
い
。
そ
し
て
、
経
営
に
苦

慮
す
る
医
療
・
介
護
の
経
営
陣

を
助
け
、
十
分
な
賃
上
げ
の
実

現
の
た
め
に
政
府
は
援
助
を
す

る
べ
き
で
す
。
一
番
簡
単
な
方

法
は
診
療
報
酬
の
大
幅
ア
ッ
プ

で
し
ょ
う
。
岸
田
総
理
に
は
自

ら
の
言
葉
に
責
任
を
持
っ
た
政

策
を
行
う
よ
う
強
く
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。  （
岩
見
）

昨
年
12
月
21
日
、
23
日
の

中
医
協
で
、
今
年
４
月
か
ら

義
務
化
と
さ
れ
て
い
る
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
４
月
の
導
入

が
間
に
合
わ
な
い
医
療
機
関

の
経
過
措
置
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
23
日
に
対

象
と
な
る
６
類
型
の
期
限
付

き
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と

を
決
定
し
、
厚
労
省
に
答
申

し
ま
し
た
（
表
）。
経
過
措

表
経過措置の対象 経過措置の期限

1
今年2月末までにベン
ダーと契約締結したが、
導入が未完了

システム整備が完了する日まで
（遅くとも2023年9月末まで）

※現在の補助金は2023年9月末事業完了まで継続

2
システムに接続可能な光
回線のネットワーク環
境が整備されていない

接続可能な光回線のネットワーク環境が整備
されてから6カ月後まで
※現在の補助金は2024年3月末事業完了まで継続

3 訪問診療のみを提供する医療機関

訪問診療のシステム（居宅同意取得型）の運用
開始（2024年4月）まで
※システム導入の財政支援は2024年3月末補助交
付まで実施

4 改築工事中、臨時施設の医療機関
改築工事が完了・臨時施設が終了するまで
※2023年2月末までに契約し、2023年9月末まで
に事業完了の場合は、現在の補助金の対象

5 廃止・休止に関する計画を定めている医療機関
廃止・休止まで（遅くとも2024年秋まで）
※2023年2月末までに契約し、2023年9月末まで
に事業完了の場合は、現在の補助金の対象

6
その他特に困難な事情が
ある医療機関
　※厚労省が個別に判断

特に困難な事情が解消されるまで
※2023年2月末までに契約し、2023年9月末まで
に事業完了の場合は、現在の補助金の対象

置
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、
３
月
末
日
ま
で
に
厚
生

局
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
請
方
式
は
原
則
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
で
す
が
、
や
む
を

得
な
い
場
合
は
郵
送
で
の
受

付
も
可
能
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
場
合
、
医
療
機
関

等
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

ロ
グ
イ
ン
（
ア
カ
ウ
ン
ト
入

力
）
し
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら

猶
予
届
出
を
入
力
し
ま
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
厚
労
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
医

療
機
関
等
向
け
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
等
か
ら
申
請
書
類
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
載
し
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
医
療
情
報
化
支
援
助
成

課
に
郵
送
し
ま
す
。

〈
送
付
先
〉
〒
１
０
５
―
０

０
０
４

東
京
都
港
区
新
橋

２
丁
目
１
―
３

社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
医
療

情
報
化
支
援
助
成
課

行

※
封
筒
の
表
面
に
赤
字
で

「
猶
予
届
出
書
在
中
」
と
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

１
．
シ
ス
テ
ム
整
備
中

猶
予
申
請
書
に
加
え
、
契

約
書
や
注
文
書
の
写
し
な
ど

シ
ス
テ
ム
事
業
者
と
契
約
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

が
必
要

２
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
事

情
、
３
．
訪
問
診
療
の
み
、

４
．
改
築
工
事
中
・
臨
時
施

設
、
５
．
休
止
・
廃
止

事
情
を
証
明
す
る
添
付
資

料
の
提
出
は
不
要

６
．
そ
の
他
困
難
事
情

困
難
な
事
情
を
確
認
で
き

る
書
類
が
あ
る
場
合
は
そ
の

書
類
の
写
し
が
必
要

2023年1月29日時点の県内のオンライン資格確認の導入状況
機関数 アカウン

ト登録率
カードリーダ
ー申込機関数 申込率 本番接続

機関数※ 接続率 運用
機関数 参加率

病院 92 79.3％ 92 100％ 77 83.7％ 73 79.3％
医科診療所 683 92.2％ 637 93.3％ 312 45.7％ 257 37.6％
歯科診療所 596 92.4％ 547 91.8％ 395 66.3％ 361 60.6％

６
類
型
に
完
全
に
該
当
し

な
い
場
合
で
も
、
１
〜
５
に

同
視
で
き
る
困
難
な
事
情
を

複
数
抱
え
る
場
合
に
は
、
個

別
判
断
が
さ
れ
、
経
過
措
置

の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
４
月
ま
で
に

オ
ン
資
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入

が
難
し
い
医
療
機
関
は
、
３

月
31
日
ま
で
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　コロナ禍が長期化する中での物価高騰による負
担軽減を図り、適切で質の高いサービスを安定的
に提供するため、岩手県は、社会福祉施設と医療
施設等を運営する法人・個人に対し、支援金を交
付することを決定しました。

◆支給対象施設
　①救護施設　②障害福祉サービス事業所等　　
　③介護サービス事業所等　④児童養護施設等　
　⑤医療施設　⑥施術所　⑦薬局
※設置者が県または市町村である施設・事業所等は対
象外

◆支給要件
　2023年1月1日において支給対象施設として
運営している法人・個人であること
　申請日において、事業継続の意思があること

◆支給額

区分
単価（円）

基礎支援金
（1施設あたり）

加算支援金
（1床あたり）

病院・
有床診療所 30万円 1万５千円

（稼働病床）
無床診療所
（医科・歯科） 15万円

◆申請方法
　ホームページまたは郵送での申請となりま
す。ホームページからの申請の場合、書類受理
からおよそ4週間ほどでの振込となります。

申請特設ページ
https://iwate-syakaihukusi-iryoushien.
jp/

　郵送での場合、書類受理からおよそ5週間で
振込となる予定です。
書類提出先
〒020-8778　岩手県盛岡市菜園1丁目3-6　
農林会館411号室
「社会福祉施設及び医療施設等物価高騰対策
支援金支給事務局」宛

　申請書類のダウンロードは右のQR
コードより可能です。　

◆問い合わせ先
社会福祉施設及び医療施設等物価高騰対策支援
金支給事務局
TEL　019（613）7001
受付時間　9：00～17：00（平日のみ）
MAIL　info@iwate-syakaihukusi-iryoushien.jp

岩
手
県

社会福祉施設 及び 医療施設等物価高騰対策支援金
3月20日締切　申請お忘れなく

岩
手
県

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入「
義
務
化
」

経
過
措
置
決
定

３
月
末
日
ま
で
に
届
け
出
を

東北厚生局ホームページより※本番接続機関数は接続環境が整った医療機関数
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　1 月 19日、厚労省より「令和 5年度の指導監査等について」事
務連絡が発出されました。高点数による個別指導は実施しませんが、
指導大綱に基づき情報提供や再指導を理由とする個別指導は実施さ
れます。
　また、令和 5年度に集団的個別指導に選定された医療機関が 6年
度も高点数に該当する場合、令和 7年度に高点数による個別指導の
対象となることが示されました。実施にあたっては、令和 6年度の
状況を見極めて実施の可否を判断することとされました。

〈令和 5年度の指導〉
◆集団指導（指定時、更新時、登録時）
　実施。eラーニングを原則とし、集合形式での開催も可能。

◆集団的個別指導
　集合形式により実施（感染状況により資料配布、動画配信も可）。
　令和 5年度に集団的個別指導を受けた医療機関で、指導大綱等に
規定する選定基準に該当する場合は、令和 7年度に高点数を理由と
する個別指導の対象となりますが、実施にあたっては、令和 6年度
の状況を見極めた上で実施の可否を判断することとなりました。

◆個別指導
　指導大綱に基づき実施。ただし、高点数の保険医療機関に対する
個別指導は実施しません。

◆新規個別指導
　教育的指導の観点から全て実施。令和 4年度以前の未実施分につ
いて、令和 5年度中の解消に努めることとなりました。

◆監査
　実施。

◆適時調査
　実地での調査を実施。

　毎年、高点数医療機関を対象に集団的個別指導が行われています。
集団的個別指導は、類型区分ごとにレセプト 1件あたりの平均点数
が県平均の 1.2 倍（病院は 1.1 倍）を超え、かつ類型区分ごとの概
ね上位 8％の医療機関が選定されます（前年度・前前年度に集団的
個別指導または個別指導を受けた医療機関は除く）。
　2022 年度の集団的個別指導の選定に係る平均点数は表の通りで
す。内科（透析あり）、小児科、眼科は全国平均と比較しても低く
なっています。

岩　手 全国平均
内科（透析なし、在宅なし） 1,163 1,217
内科（透析なし、在宅あり） 1,415 1,520

内科（透析あり） 5,459 7,979
精神・神経科 1,076 1,182
小児科 984 1,209
外科 1,295 1,388
整形外科 1,136 1,223
皮膚科 766 648
泌尿器科 1,248 1,122
産婦人科 892 1,015
眼科 806 1,034

耳鼻咽喉科 698 826
歯科 1,344 1,303

網掛けは集団的個別指導の選定基準（×1.2倍）に該当しても、全国の平均値を下回るもの

１
月
19
日
、
ア
イ
ー
ナ
に

て
当
会
役
員
講
師
団
を
講
師

と
し
た
「
カ
ル
テ
記
載
を
中

心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス

ト
」
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
後
日
ウ
ェ
ブ
に
て
動
画

配
信
す
る
た
め
の
公
開
録
画

学
習
会
と
し
た
た
め
、
当
日

の
会
場
参
加
者
は
５
名
で
し

た
。

  

厚
労
省
の
事
務
連
絡
に
よ

る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
指
導

監
査
等
に
つ
い
て
は
、
右
記

の
通
り
令
和
５
年
度
高
点

数
の
保
険
医
療
機
関
等
に

対
す
る
個
別
指
導
は
実
施
し

な
い
も
の
の
「
令
和
５
年
度

に
集
団
的
個
別
指
導
を
受
け

た
保
険
医
療
機
関
等
に
つ
い

て
、
指
導
大
綱
等
に
規
定
す

る
選
定
基
準
に
該
当
す
る
場

合
は
、
令
和
７
年
度
に
高
点

数
を
理
由
と
す
る
個
別
指
導

の
対
象
と
す
る
が
、
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
令
和
６
年
度

の
状
況
を
見
極
め
た
上
で
実

施
の
可
否
を
判
断
す
る
」
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
高
点
数

を
理
由
と
す
る
個
別
指
導
が

実
施
さ
れ
な
い
今
だ
か
ら
こ

そ
、
今
一
度
、
カ
ル
テ
記
載

な
ど
を
見
つ
め
直
し
、
指
導

対
策
を
万
全
な
も
の
に
し
て

お
き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
本

学
習
会
は
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

  

学
習
会
で
は
、
保
団
連
発

行
の
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心

と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

（
第
10
版
）」
を
用
い
、
黒
田

副
会
長
が
【
第
１
章
】
保
険

診
療
の
基
礎
知
識
を
、
小
山

田
会
長
が
【
第
２
章
】
カ
ル

テ
記
載
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
を
、米
持
常
任
理
事
が【
第

２
章
】
カ
ル
テ
記
載
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
事
例
を
、
東

山
常
任
理
事
が
【
第
３
章
】

審
査
に
つ
い
て
、【
第
４
章
】

指
導
、
監
査
に
つ
い
て
を
担

当
し
、
テ
キ
ス
ト
の
ポ
イ
ン

ト
を
丁
寧
に
解
説
し
ま
し

た
。

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
以
降
、
高
点
数
を

理
由
と
し
た
指
導
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
会
員
の

先
生
方
の
警
戒
感
が
薄
れ
て

き
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
審
査
対

策
を
含
め
た
日
常
の
留
意
点

の
再
確
認
を
行
う
こ
と
よ
っ

て
、
高
点
数
を
理
由
と
し
た

指
導
が
再
開
さ
れ
た
際
に
、

効
果
的
な
対
策
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

  
当
日
の
学
習
会
の
模
様

は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ウ
ェ
ブ
配
信
を
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
先
生
は
会
員

ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

学習会のようす

学
習
会
は
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

  

学
習
会
で
は
、
保
団
連
発

行
の
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心

「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

学
習
会
開
催

～
指
導
の
対
策
は
日
常
診
療
か
ら
～

情報提供や再指導を理由とする個別指導は実施

内科（透析あり）、小児科、眼科は全国の平均値以下内科（透析あり）、小児科、眼科は全国の平均値以下
2022年度診療科別平均点数

令和 5年度の指導

先
月
の
歯
科
署
名
に
引
き
続
き
、今
月
は
「
医

療
と
介
護
を
守
る
緊
急
請
願
署
名
」
を
会
員
の

先
生
方
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
き

て
医
療
の
一
部
負
担
金
が
上
が
り
、
今
度
は
介

護
が
２
割
に
…
。

物
価
高
が
続
き
、
生
き
る
の
が
大
変
と
い
う

方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
し
、
今
で
さ
え
介

護
は
負
担
金
が
払
え
ず
我
慢
し
て
い
る
方
も
い

る
の
に
、
２
割
に
な
っ
た
ら
い
よ
い
よ
介
護
保

険
料
だ
け
取
ら
れ
て
サ
ー
ビ
ス
さ
え
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
人
が
増
え
て
く
る
と
本
末
転
倒
で

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
何
と
か
阻
止
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
署
名
が
続
く
の

は
会
員
の
先
生
方
に
は
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
民
の
声

を
集
め
て
署
名
と
い
う
形
で
届
け
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
国
民
の
声
が
集
ま
れ
ば
国
会
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
署
名
を
持
っ
て
い
く
と

国
会
議
員
は
ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
い
て
く
れ
て
、

実
現
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
く
れ
ま
す
。
医
療
問

題
は
医
療
者
が
集
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
患

者
さ
ん
は
制
度
を
享
受
す
る
し
か
な
い
の
で
、

後
押
し
す
る
力
に
署
名
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。
１
人
の
声
で
も
い
い
の
で
、

一
筆
だ
け
で
も
良
い
の
で
送
っ
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。国
会
に
持
っ
て
い
き
ま
す
の
で
！

保
団
連
で
は
、
会
員
の
先
生
方
を
対
象
に
情

報
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
診
療
報
酬
情
報
や
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
、
ウ
ェ
ブ
研
究
会
な
ど
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
大
変
興
味
の
あ
る
講
演

会
が
各
協
会
で
行
わ
れ
て
お
り
、
会
員
の
先
生

は
無
料
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
先
生
方
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
情
報
サ
ー
ビ
ス
登
録
方
法
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
「
保
団
連
情
報
サ
ー

ビ
ス
の
登
録
」
と
検
索
⇩
空
メ
ー
ル
送
信
⇩
必

要
事
項
入
力
で
登
録
完
了
で
す

今
後
、
不
定
期
で
当
会
会
長
の
小
山
田
よ
り
、
い
ま
、

保
険
医
協
会
で
は
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
簡
単
に
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ラ
ム
と
し
て
、
会
員
の
先
生
方
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

今
月
の
会
長
の
ひ
と
こ
と
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１
月
29
日
㈰
、
東
京
の
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
を
メ
イ

ン
会
場
に
保
団
連
代
議
員
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会
か

ら
は
小
山
田
会
長
が
保
団
連

理
事
と
し
て
現
地
参
加
、
黒

田
、
坂
本
各
副
会
長
（
代
議

員
）
と
事
務
局
は
ウ
ェ
ブ
で

参
加
し
、代
議
員
１
１
１
名
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
、
保
団

連
役
員
59
名
、
事
務
局
１
３

２
名
の
計
３
０
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

会
務
報
告
、
２
０
２
３
年

度
予
算
、
保
団
連
理
事
定
数

に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
の
発
言
通
告

（
要
旨
）
と
答
弁
は
以
下
の

通
り
で
す
（
当
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
全
文
掲
載
）。

●
「
処
置
や
歯
冠
修
復
及
び

欠
損
補
綴
に
包
括
さ
れ
て
い

る
麻
酔
薬
剤
料
と
浸
潤
麻
酔

の
手
技
料
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
よ
り
あ
ら
た
め
て
強
力
な

運
動
の
推
進
を
求
め
る
」

黒
田
代
議
員
口
頭
発
言

当
会
会
員
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

処
置
に
際
し
て
麻
酔
が
必
要

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

麻
酔
薬
剤
料
が
包
括
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
８
割
以

上
の
先
生
方
が
不
当
で
あ
る

と
回
答
し
た
。
薬
剤
料
、
浸

潤
麻
酔
の
手
技
料
を
算
定

で
き
る
取
り
扱
い
と
す
る
よ

う
、
医
科
歯
科
一
体
の
運
動

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答
弁
：
診
療
現
場
の
要
望
を

明
ら
か
に
し
て
発
信
す
る
取

り
組
み
は
非
常
に
重
要
で
、

保
団
連
は
麻
酔
の
取
り
扱
い

の
改
善
を
求
め
、
２
０
２
０

年
改
定
で
手
術
の
麻
酔
薬
剤

料
の
算
定
を
実
現
し
た
。
岩

手
協
会
と
と
も
に
実
現
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

●
「
地
方
に
お
け
る
産
科
、

小
児
科
医
不
足
問
題
を
全
国

的
な
運
動
に
位
置
づ
け
て
ほ

し
い
」

坂
本
代
議
員
文
書
発
言

岩
手
県
に
お
け
る
分
娩
の

体
制
は
危
機
的
状
況
と
な

っ
て
お
り
、
少
子
化
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
と
も
い
え

る
。
産
科
医
養
成
の
た
め
の

就
学
資
金
も
設
定
さ
れ
て
い

発言する黒田代議員（左）

１
月
27
日
㈮
、
ウ
ェ
ブ
で

「
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
サ

イ
バ
ー
リ
ス
ク
の
現
状
と
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
講

師
は
一
般
社
団
法
人
医
療

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
理
事
で
Ｐ
ｗ
ｃ
あ

ら
た
有
限
責
任
監
査
法
人
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
セ
ス
ア
シ
ュ
ア

ラ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
江

原
悠
介
氏
が
務
め
ま
し
た
。

江
原
氏
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
を
専
門
業
と
さ
れ

て
お
り
、
国
内
医
療
機
関
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
動
向
と
し

て
、
以
前
は
内
部
関
係
者
が

起
点
と
な
っ
て
い
た
が
（
患

者
情
報
を
保
管
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

等
の
紛
失
や
Ｐ
Ｃ
端
末
の
盗

難
・
窃
盗
）、
現
在
は
外
部

攻
撃
者
が
起
点
と
な
り
、
悪

意
あ
る
攻
撃
者
に
よ
り
院
内

の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
暗

号
化
さ
れ
、
利
用
不
可
に
な

る
な
ど
、
患
者
診
療
に
直
接

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
へ

と
変
化
し
て
い
る
と
し
、
大

病
院
だ
け
で
な
く
、
２
０
２

２
年
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
被
害

が
増
加
し
た
と
話
し
ま
し
た
。

医
療
機
関
が
ラ
ン
サ
ム
ウ

ェ
ア
被
害
に
遭
い
や
す
い
の

は
、
予
算
、
人
材
、
知
識
が

な
い
こ
と
を
挙
げ
、
直
近
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
技
術
的

な
脆
弱
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム

が
攻
撃
を
受
け
て
お
り
、
院

内
に
設
置
さ
れ
た
リ
モ
ー
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
の
Ｖ
Ｐ
Ｎ

機
器
だ
け
で
な
く
、
外
部
委

託
先
企
業
の
Ｖ
Ｐ
Ｎ
機
器
が

攻
撃
さ
れ
、
そ
の
企
業
と
接

続
し
て
い
た
病
院
も
被
害
を

受
け
た
こ
と
な
ど
の
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

12
月
に
会
員
の
先
生
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
、
当
会
会
員
は
相
対
的
に

他
県
の
保
険
医
協
会
と
比
較

し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
感

度
の
高
い
会
員
が
多
く
、
約

30
％
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
予
算

を
確
保
で
き
て
お
り
、
予

算
を
十
分
確
保
で
き
て
い
る

会
員
割
合
が
相
対
的
に
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た

だ
、
７
割
は
確
保
で
き
て
お

ら
ず
、
限
ら
れ
た
診
療
報
酬

の
中
か
ら
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
予
算
を
割
く
の
は

物
理
的
に
も
難
し
い
と
し
ま

し
た
。

院
内
に
設
置
し
た
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、
業

者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
た
リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
う
際
の
Ｖ
Ｐ
Ｎ
機
器

の
脆
弱
性
対
応
率
は
、
他
県

保
険
医
協
会
と
同
等
で
し
た

が
、
四
病
院
団
体
協
議
会
と

比
較
す
れ
ば
、
対
応
率
は
半

分
程
度
で
あ
り
、
そ
の
分
、

リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

接
続
経
路
を
介
し
た
サ
イ
バ

ー
攻
撃
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

い
う
分
析
で
し
た
。

オ
ン
プ
レ
型
電
カ
ル
シ
ス

テ
ム
で
管
理
す
る
患
者
デ
ー

タ
に
つ
い
て
、
当
会
会
員
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
取
得
率
は
、

四
病
院
団
体
協
議
会
／
他
保

険
医
協
会
と
も
に
９
割
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド

型
の
電
カ
ル
デ
ー
タ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
状
況
を
正
確
に
把

握
し
て
い
る
会
員
は
１
割
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ク

ラ
ウ
ド
型
で
は
契
約
内
容
に

よ
っ
て
は
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
取
得
責
任
が
医
療
機

関
側
に
存
在
す
る
も
の
も
あ

る
た
め
、
早
急
な
確
認
が
必

要
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
環
境
の
導
入
に
伴
う

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
に
つ

い
て
、
ベ
ン
ダ
ー
は
厚
労
省

が
公
開
す
る
技
術
解
説
書
に

基
づ
い
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も

含
め
た
対
応
を
行
っ
て
い
る

の
か
、
オ
ン
資
環
境
は
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
て
運
用
し
て
い
る
の

か
、
オ
ン
資
環
境
用
の
ル
ー

タ
は
定
期
的
に
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
パ
ッ
チ
が
適
用
さ
れ
る
設

表 1. 明日から実施したいサイバー対策
①システムの脆弱性対策

（1）定期的なセキュリティパッチ適用
　システムベンダーに自院のシステムや機器にセキュリティパ
ッチを適用すべき脆弱性が存在しないかを確認し、対応を指示
することが推奨される

（2）アンチウイルス対策ソフトの導入
　すべてのシステム・端末にアンチウイルス製品を導入するこ
とはセキュリティ対策の初歩であり、必ず徹底することが推奨
される

（3）データバックアップのオフライン保管
　バックアップデータを院内ネットワークシステム環境から物
理的に切り離したオフラインの環境、例えば外部記憶媒体等へ
移行し、ネットワークにつながらない状況で管理することが推
奨される
　特に重要度の高いシステムのデータバックアップを不定期に
でもオフライン保管すること

②人の脆弱性対策

（1）自分が使うログイン情報（ID・パスワード）の秘匿性への
意識を高めること

○　職場のメールアドレスで外部サイトの会員登録を行わないこと
○　外部サイトに会員登録する場合のパスワードは、類推不可能
な複雑な文字で設定する
○　院内業務システムのログインパスワードは自発的に定期変更
すること
○　メールやSMSで出所不明なメッセージ（「××にアクセスし
てください」等）が示すURLには決してアクセスしないこと

（2）契約書の中でベンダーに求めるセキュリティ面の役割・責
任を明確化すること

○　ベンダー性善説に立つ場合、「特に何も言わなくともベンダ
ーはセキュリティも含めて、システムの面倒を期待通りにおこ
なってくれるだろう」という人情になりがちだが、それは危険
である
○　ベンダーとの契約書の中に、少なくともベンダーが遵守すべ
き経済産業省・総務省「医療情報を取り扱う情報システム・サ
ービスの提供事業者における安全管理ガイドライン」に基づく
セキュリティ対応、および医療機関へのサポートを行うことを
条項として明示的に含めること

る
が
、
少
子
化
対
策
と
し
て

分
娩
を
扱
う
施
設
を
増
や
す

た
め
に
は
小
児
科
医
も
増
員

が
必
要
と
な
る
。
産
科
、
小

児
科
医
師
養
成
の
た
め
の
方

策
を
国
と
し
て
取
り
組
む
よ

う
、
保
団
連
の
運
動
に
位
置

づ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
：
分
娩
を
扱
う
医
療
機

関
の
減
少
は
危
機
的
状
況
で

あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産

科
、
小
児
科
医
の
確
保
は
急

務
で
あ
る
。
医
師
が
人
間
ら

し
い
働
き
方
が
で
き
る
よ
う

医
師
養
成
数
の
増
加
や
十
分

な
診
療
報
酬
を
得
ら
れ
る
よ

う
引
き
続
き
声
を
あ
げ
て
い

き
た
い
。

同
時
に
出
産
子
育
て
の
し

や
す
い
環
境
構
築
の
た
め

に
、
必
要
な
費
用
が
助
成

制
度
で
創
設
さ
れ
る
よ
う
助

成
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
も
重

要
だ
と
思
う
。
産
科
医
を
は

じ
め
と
し
た
医
師
養
成
に
つ

い
て
は
、
保
団
連
と
し
て
取

り
組
み
を
強
め
て
ま
い
り
た

い
。

薬
剤
料
、
浸
潤
麻
酔
の
手
技
料
を
算
定
で
き
る
取
り
扱
い
に

第
２
回
保
団
連
代
議
員
会
開
催

（
４
面
へ
つ
づ
く
）

〜
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
講
演
会
開
催
〜

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
甘
さ
を
反
省
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表 2. 簡易セルフサイバーセキュリティ自己診断リスト（クリニック向け）
№ 診　断　項　目 〇or×
１「うちはサイバー攻撃にあうわけがない」と考えている

２
診療系ネットワークとそれ以外は分離しているので、診療系ネ
ットワークのシステム・機器はセキュリティ万全だと考えてい
る

３
院内システム・機器にリモートメンテナンス用のVPN機器を
ベンダーが設置しているが、その機器の脆弱性パッチ等の対応
指示はベンダーが自発的にやってくれていると考えている

４

外部の医療関連サイトや学会サイト、またはECサイト等に会
員登録する際のIDは自院のメールアドレスを使い、パスワー
ドは院内システムにログインする際のものを基本的に使いまわ
している

５ 自院の医療情報システム・機器に関するセキュリティ予算は十分に確保できていると考えている

６
患者診療の上で不可欠な医療データのバックアップは特に取得
していない、または院内ネットワークに接続したオンライン環
境で保管している

７
電子カルテシステム等がシステムダウンやサイバー攻撃で利用
不可になっても、患者診療の継続性は適切な水準で維持できる
と考えている

８ 院内業務で用いる端末や医療情報システムの脆弱性対応（ベンダーへの対応依頼指示を含む）は十分に実施したと確言できる

９ アンチウイルス製品を院内の全ての端末・システムに導入出来ていない

10

ベンダーとの契約書の中に明示的に経産省・総務省安全管理
GLに基づくセキュリティ面の役割・担当範囲等の条項を定め
ないまま、契約を結んでいる（そんなことをしなくともベンダ
ーは自院の求めを100%対応してくれるはずと考えている）

定
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
オ

ン
資
環
境
は
そ
の
他
シ
ス
テ

ム
や
機
器
の
あ
る
院
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
独
立
し
て
い

る
の
か
確
認
し
、
そ
う
な
っ

て
い
な
い
場
合
は
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
が
高
い
環
境
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
早
急
に
ベ
ン

ダ
ー
へ
の
確
認
も
含
め
て
対

応
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し

ま
し
た
。

明
日
か
ら
実
施
し
た
い
サ

イ
バ
ー
対
策
と
し
て
、
表
１

（
本
紙
３
面
に
掲
載
）
の
よ

う
に
詳
し
く
説
明
し
、
ベ
ン

ダ
ー
の
信
用
度
チ
ェ
ッ
ク
の

方
法
に
つ
い
て
も
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
簡
易

セ
ル
フ
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
自
己
診
断
リ
ス
ト
（
ク

リ
ニ
ッ
ク
向
け
、
表
２
）
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
医
療
機

関
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
る
の
か
よ
く
わ

か
っ
た
」、「
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
必
要
性
に
つ
い

て
理
解
が
深
ま
っ
た
」、「
オ

ン
ラ
イ
ン
に
関
し
て
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
甘
さ
を
反
省
し
て

い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
ベ
ン

ダ
ー
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ

ー
ク
と
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
認
証
を
確

認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」、「
今
ま
さ
に
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
の
導
入
手
続
き
を
し

て
い
る
最
中
で
す
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
う
ま
く

対
応
で
き
ず
に
い
ま
す
。
今

日
の
講
演
で
少
し
は
理
解
し

て
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
３
面
よ
り
つ
づ
く
）

３面関連記事

医院
のた
めの

労務
ワン
ポイ
ント

アド
バイ
ス

半
年
前
に
雇
用
し
た
事
務

に
関
し
て
は
ベ
テ
ラ
ン
の

パ
ー
ト
職
員
か
ら
１
年
先

輩
の
正
社
員
は
賞
与
も
含
め

れ
ば
年
俸
３
０
０
万
円
、
年

間
の
総
労
働
時
間
は
約
２
千

時
間
、
時
給
に
す
れ
ば
１
５

０
０
円
に
な
る
。
と
こ
ろ
が

パ
ー
ト
の
時
給
は
１
１
０
０

円
。
そ
の
パ
ー
ト
の
言
う
に

は
仕
事
の
効
率
は
同
じ
ど
こ

ろ
か
む
し
ろ
そ
の
パ
ー
ト
職

員
の
ほ
う
が
ミ
ス
も
な
く
し

っ
か
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則

に
反
す
る
の
で
は
と
い
う
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
パ

ー
ト
の
方
か
ら
す
れ
ば
も
っ

と
も
な
苦
情
で
す
。
し
か
し

裁
判
に
な
れ
ば
多
く
の
場
合

こ
の
格
差
は
不
合
理
な
格
差

と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
な
る
の
は
日

本
の
雇
用
文
化
の
特
殊
性
が

あ
り
ま
す
。
欧
米
は
ポ
ス
ト

に
値
段
が
付
き
そ
の
ポ
ス
ト

が
空
け
ば
そ
の
ポ
ス
ト
に
あ

っ
た
人
を
採
用
し
ま
す
。
日

本
の
場
合
正
社
員
を
雇
用
す

る
と
き
は
そ
の
人
が
ど
ん
な

実
績
が
あ
る
か
な
ど
あ
ま
り

問
題
に
せ
ず
出
身
校
が
一
流

校
で
あ
れ
ば
地
頭
が
い
い
だ

正
社
員
と
パ
ー
ト
で
時
給
単
価
が
１
・
３
倍
違
う

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
反
し
な
い
か

㉘

ろ
う
、
頑
張
り
屋
だ
ろ
う
、

要
領
も
い
い
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
採
用
し
て
し
ま
い

ま
す
。
長
期
雇
用
シ
ス
テ
ム

の
下
で
育
て
な
が
ら
将
来
性

も
考
慮
し
て
賃
金
を
決
め
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
長
期
雇
用

を
前
提
と
し
な
い
パ
ー
ト
の

場
合
の
賃
金
は
①
同
業
他
社

の
時
給
相
場
、
②
近
隣
求
人

の
時
給
相
場
、
③
労
働
市
場

の
時
給
相
場
で
決
め
ま
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
賃

金
格
差
は
納
得
で
き
な
い
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
不

合
理
な
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ポ
ス

ト
に
値
段
が
付
く
欧
米
と
、

人
に
値
段
の
付
く
日
本
で
は

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
い
っ

て
も
「
文
字
通
り
」
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ち

な
み
に
欧
米
で
は
ポ
ス
ト
が

な
く
な
れ
ば
他
の
部
署
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

契
約
違
反
に
な
り
ま
す
。
日

本
で
は
ポ
ス
ト
が
な
く
な
れ

ば
解
雇
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
他
の
部
署
に
転

勤
で
き
な
い
の
か
、
他
の
仕

事
は
な
い
の
か
と
い
っ
て
あ

く
ま
で
も
雇
用
の
維
持
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
他
の
地
域
に

転
勤
に
な
っ
て
も
多
く
の
労

働
者
は
従
い
ま
す
。

曽
我
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

所
長

曽
我
　
　
　
浩

２
０
２
０
年
以
降
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
品
質
不
正

問
題
が
多
発
し
、
多
く
の
医
薬
品
の
供
給
が
停
止
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
重
な
り
、
現
場
は
混
乱
し
て
い
る
状
況
で
す
。

今
回
は
一
般
社
団
法
人
岩
手
保
健
企
画
オ
ー
ロ
ラ
薬
局
理

事
長
の
古
舘
真
知
子
さ
ん
に
現
在
の
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
２
月
17
日
取
材
）

と
か
調
剤
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
近
隣
の
医
療
機
関

に
は
、
足
り
な
い
薬
の
情
報

を
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
沿
っ
た
形
で
処
方
し
て
頂

け
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
と

長
期
処
方
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
配
出
来
ず
ど
う
し
よ

う
も
な
い
時
は
病
院
に
電
話

し
て
日
数
を
減
ら
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
の
ご
希
望
も

あ
る
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
と
り
あ
え
ず

30
日
分
だ
け
渡
し
、
残
り
は

薬
が
入
る
ま
で
待
っ
て
も
ら

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
増
え

て
い
る
中
で
、
薬
の
調
達
や

病
院
へ
の
対
応
で
か
な
り
の

時
間
と
労
力
を
割
か
れ
て
い

ま
す
。

患
者
さ
ん
の
反
応
は
？

薬
不
足
の
報
道
が
あ
っ
て

か
ら
は
、
メ
ー
カ
ー
の
変
更

や
薬
の
手
配
に
時
間
を
要
す

る
事
に
理
解
を
示
し
て
頂
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
の
う
ち
は
、
ど
う
し
て
も

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば

と
い
う
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
先
発
な
ら

在
庫
が
あ
っ
て
も
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
で
用
意
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
る
と
方
々
に
電
話
を

か
け
て
探
す
し
か
な
く
な
り

ま
す
。

昔
は
頑
な
に
先
発
が
良
い

と
い
う
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
自
己
負

担
の
安
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に

変
え
た
い
と
い
う
患
者
さ
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
は

卸
に
発
注
し
て
も
、
そ
も

そ
も
卸
へ
の
入
荷
が
品
薄
状

態
な
の
で
、
な
か
な
か
入
荷

し
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
は
、

こ
こ
数
年
は
見
通
し
が
立
た

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
番
困
る
の
が
、
出
荷
調
整

の
薬
を
新
規
で
注
文
す
る
場

合
、
卸
が
新
規
の
取
引
を

控
え
て
い
る
状
況
な
の
で
注

文
を
断
ら
れ
て
し
ま
う
事
で

す
。門

前
薬
局
に
お
願
い
し
て

分
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
も
１
回
限
り

で
す
。
２
回
目
以
降
は
門
前

薬
局
を
ご
紹
介
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

日
医
工
問
題
を
き
っ
か
け

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
が
入
ら
な

く
な
り
、
コ
ロ
ナ
流
行
で
風

邪
薬
な
ど
の
品
薄
、
品
薄
の

工
場
レ
ー
ン
を
確
保
す
る
た

現
在
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か

咳
止
め
や
漢
方
薬
や
ト
ラ

ン
サ
ミ
ン
、
ム
コ
ダ
イ
ン
は

入
手
困
難
に
な
っ
て
お
り
、

時
々
思
い
出
し
た
よ
う
に
入

荷
す
る
状
態
で
す
。
長
期
処

方
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

遠
く
の
耳
鼻
科
で
診
て
も

ら
っ
た
患
者
さ
ん
が
新
規
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
あ

り
、
あ
ち
こ
ち
手
配
し
て
何

医薬品不足が続く薬局

め
に
他
の
漢
方
薬
の
欠
品
な

ど
全
て
の
薬
の
供
給
に
し
わ

寄
せ
が
き
て
い
ま
す
。
葛
根

湯
や
麦
門
冬
湯
、
麻
黄
湯

な
ど
発
熱
外
来
で
よ
く
使
用

す
る
薬
も
入
荷
の
目
途
の
立

た
な
い
も
の
が
多
く
、
す
べ

て
入
荷
次
第
の
綱
渡
り
状
態

で
お
出
し
し
て
い
る
状
況
で

す
。カ

ロ
ナ
ー
ル
は
、
一
時
期

品
薄
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
比
較
的
入
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
、
解
熱
剤
を

調
剤
で
き
る
だ
け
で
も
あ
り

が
た
い
で
す
。
先
生
方
も
薬

が
品
薄
の
中
、
限
ら
れ
た
薬

の
な
か
で
の
処
方
で
大
変
な

思
い
を
さ
れ
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
先
生
方
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
、
何
と
か
凌

げ
て
い
ま
す
が
、
一
刻
も
早

く
供
給
不
足
が
解
消
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

薬
剤
供
給
不
足
問
題

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
い
ま

薬
剤
供
給
不
足
問
題




